
分
蜂
（
分
封
）
の
季
節

　
春
に
な
る
と
女
王
蜂
の
産
卵
が

盛
ん
に
な
り
、
巣
の
中
が
働
き
蜂

で
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

蜂
の
数
が
増
え
る
と
巣
板
の
先
端

部
分
に
王
台
（
女
王
蜂
の
幼
虫
を

育
て
る
巣
穴
）
が
形
成
さ
れ
ま

す
。
王
台
に
産
み
付
け
ら
れ
た
卵

か
ら
か
え
っ
た
幼
虫
に
は
ふ
ん
だ

ん
に
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
が
与
え
ら

れ
、
や
が
て
女
王
蜂
に
育
っ
て
行

き
ま
す
。
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
場

合
、
女
王
蜂
が
羽
化
す
る
数
日
前

に
親
蜂
の
女
王
は
群
の
約
半
数
の

働
き
蜂
や
雄
蜂
と
一
緒
に
巣
を
出

ま
す
。
こ
れ
を
分
蜂
（
分
封
）
ま

た
は
巣
別
れ
と
い
い
ま
す
。
分
蜂

は
新
女
王
が
誕
生
し
て
群
が
増
え

る
一
大
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
す
。

　
元
の
巣
か
ら
出
た
旧
女
王
の
群

ハ
チ
博
士
の

ミ
ツ
バ
チ
コ
ラ
ム
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21
れ
は
新
居
を
探
す
必
要
が
あ
り
、

一
時
的
に
樹
木
の
幹
や
軒
下
（
街

な
か
で
は
交
差
点
の
信
号
の
場
合

も
あ
る
）
に
蜂
球
と
い
う
蜂
の
塊

り
を
作
り
待
機
し
ま
す
。
そ
の

時
、
付
近
に
キ
ン
リ
ョ
ウ
ヘ
ン
と

い
う
東
洋
蘭
の
花
が
咲
い
て
い
る

と
、
そ
の
香
り
に
引
き
寄
せ
ら
れ

て
蜂
球
を
作
る
の
で
す
。

ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
に
特
有

な
こ
の
現
象
を
利
用
し

て
、
養
蜂
家
は
分
蜂
群
を

捕
獲
し
ま
す
。

　
平
年
並
み
の
気
候
な

ら
、
キ
ン
リ
ョ
ウ
ヘ
ン
の

開
花
時
期
と
分
蜂
の
時
期

が
大
体
一
致
し
て
キ
ン

リ
ョ
ウ
ヘ
ン
に
よ
る
分
蜂

群
捕
獲
は
上
手
く
行
く
の

で
す
が
、
３
月
の
気
温
が

高
い
と
、
分
蜂
が
先
行
し

て
、
花
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
私
達
の
研
究
室
で
は

こ
の
花
の
香
り
を
研
究
し
て
、
分

蜂
群
の
誘
引
成
分
を
合
成
し
て
人

工
の
誘
引
剤
を
開
発
し
ま
し
た
。

元
気
な
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
群
れ

を
増
や
し
、
自
然
環
境
の
保
全
と

都
市
緑
化
に
寄
与
で
き
る
よ
う

に
、
本
年
２
月
に
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
を
設
立
し
、
分
蜂
群
誘
引

剤
（
待
ち
箱
ル
ア
ー
）
を
発
売
し

ま
し
た
。
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